
平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
提
出

質

問

第

三

九

号

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

坂

本

哲

志

39



ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
基
本
法
」
と
い
う
）
が
成
立

し
、
第
十
二
条
第
一
項
で
、
「
国
は
、
入
所
者
の
生
活
環
境
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
等
入
所
者

の
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
土
地
、
建
物
、
設
備
等
を
地
方
公
共
団
体
又
は
地
域

住
民
等
の
利
用
に
供
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
療
養
所
の
敷
地
や
設
備

等
を
自
治
体
や
民
間
が
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
所
者
の
方
々
が
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な

条
項
と
考
え
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
菊
池
恵
楓
園
」
（
熊
本
県
合
志
市
）
の
敷
地
内
に
あ
る
旧
看
護
学
校
校
舎
を
菊
池
恵
楓
園

将
来
構
想
に
基
づ
い
て
保
育
所
と
し
て
利
用
す
る
計
画
が
あ
る
と
こ
ろ
、
熊
本
日
日
新
聞
の
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日

付
記
事
で
、
「
『
保
育
所
』
計
画
足
踏
み
」
と
の
見
出
し
が
あ
り
、
「
園
か
ら
指
針
案
の
相
談
を
受
け
た
厚
労
省
は
、
利
用

者
公
募
の
方
法
や
利
用
者
選
定
の
手
続
き
に
つ
い
て
『
財
務
省
と
の
調
整
が
必
要
』
と
し
て
回
答
を
現
在
ま
で
保
留
し
て
い

る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
長
妻
昭
厚
生
労
働
大
臣
は
確
認
し
て
い
る
か
如
何
。

一



二

一
の
財
務
省
と
の
調
整
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
、
ま
た
、
調
整
の
現
状
、
さ
ら
に
今
後
の
結
論
に
至
る
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
長
妻
大
臣
の
見
解
如
何
。

三

菊
池
恵
楓
園
将
来
構
想
に
基
づ
く
保
育
所
と
し
て
の
利
用
計
画
が
基
本
法
第
十
二
条
及
び
「
入
所
者
に
対
す
る
医
療
の
提

供
に
支
障
が
な
い
限
り
、
そ
の
土
地
、
建
物
、
設
備
等
を
地
方
公
共
団
体
又
は
地
域
住
民
等
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
十
六
条
第
八
項
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
長
妻
大
臣
の

見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


